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龍
高
通
信

 

 

２
月
４
日
（
火
）
に
第
106
回

校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
大
会
ま
で
の
体
育
の

授
業
で
、
持
久
走
で
練
習
を
重

ね
な
が
ら
自
分
の
ペ
ー
ス
を
把

握
し
て
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

本
番
で
は
、
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
自
分
た
ち
が
決
め
た
目
標

達
成
の
た
め
一
生
懸
命
走
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
育
友
会
の

方
々
も
ご
協
力
、
ご
支
援
い
た

だ
き
、
給
水
所
の
設
置
や
走
路

の
観
察
な
ど
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 
無
事
に
大
会
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
温
か
い
ご
声

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 生

徒
の
皆
さ
ん
も
お
疲
れ
様

で
し
た
。 

 

1
月
17
日
（
金
）
に
77
回

生
共
通
テ
ス
ト
激
励
会
を
選
択

教
室
よ
り
配
信
し
ま
し
た
。 

校
長
先
生
、
進
路
指
導
部
長

の
猶
原
先
生
か
ら
お
話
を
頂

き
、
続
い
て
共
通
テ
ス
ト
受
験

の
上
で
の
注
意
事
項
を
武
田
先

生
か
ら
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
激
励
動
画
を
視

聴
し
ま
し
た
。 

激
励
動
画
の
中
に
は
、
現
在

は
本
校
を
離
れ
ら
れ
た
先
生
方

の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
あ
り

ま
し
た
。 

多
く
の
先
生
方
も
参
加
し
、

受
験
生
の
健
闘
を
祈
る
温
か
な

会
と
な
り
ま
し
た
。 
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１
月
21
日
（
火
）
に
普
通
科

探
究
Ⅰ
・
Ⅱ
発
表
会
を
開
催
し

ま
し
た
。 

普
通
科
１
・
２
年
生
が
探
究

Ⅰ
・
Ⅱ
で
の
探
究
活
動
の
集
大

成
と
し
て
、
そ
の
成
果
を
発
表

し
ま
し
た
。 

ま
た
本
校
職
員
以
外
に
も

外
部
か
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
学

校
評
議
員
の
方
も
お
招
き
し
、

参
観
さ
れ
ま
し
た
。 

事
前
に
行
わ
れ
た
学
年
内

の
発
表
会
に
て
選
出
さ
れ
た

二
年
生
代
表
者
４
名
が
ス
ラ

イ
ド
を
用
い
た
口
頭
発
表
、
一

年
生
代
表
者
１
名
が
ポ
ス
タ

ー
を
用
い
た
口
頭
発
表
を
行

い
ま
し
た
。 

 
  

１
月
23
日
（
木
）
に
第
二
学

年
を
対
象
に
小
論
文
対
策
講
座

を
行
い
、
LL
教
室
か
ら
各
ク
ラ

ス
教
室
へ
配
信
し
ま
し
た
。 

講
師
と
し
て
第
一
学
習
社
の

森
岡 

厚
子
氏
を
お
招
き
し
、

前
半
に
小
論
文
を
書
く
上
で
の

注
意
点
や
ポ
イ
ン
ト
を
教
わ

り
、
後
半
は
先
ほ
ど
の
ポ
イ
ン

ト
を
意
識
し
な
が
ら
実
際
に
小

論
文
を
作
成
し
ま
し
た
。 

発
表
後
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、

評
議
員
の
方
か
ら
ご
意
見
・
ご

質
問
を
い
た
だ
き
生
徒
は
自

分
の
考
え
を
き
ち
ん
と
説
明

し
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
発
表
会
を
通
し
て
、
二

年
生
は
論
文
作
成
の
参
考
に
、

一
年
生
は
来
年
の
探
究
活
動
に

活
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

   

２
月
27
日
（
木
） 

・
卒
業
式
予
行 

28
日
（
金
） 

・
卒
業
式 

３
日
（
月
）
～
10
日
（
月
） 

・
午
前
中
授
業(

３
～
６
限)

 

６
日
（
木
） 

・
校
内
弁
論
大
会
学
年
予
選 

・
生
徒
会
役
員
選
挙
立
会
演
説
会 

７
日
（
金
） 

・
キ
ャ
ン
パ
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
来
校 

10
日
（
月
） 

・
探
究
Ⅰ 

・
短
縮
授
業(

50
分×

３)
 

・
大
掃
除 

11
日
（
火
）
～
14
日
（
金
） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

13
時
ま
で 

・
生
徒
休
業 

登
校
禁
止 

・
部
活
動
禁
止 

12
日
（
水
） 

・
学
力
検
査 

17
日
（
月
）
～
21
日
（
金
） 

・
午
前
中
授
業(

３
～
６
限)

 

・
SSH
研
修
報
告
会 

・
教
科
書
販
売(

放
課
後)

 

18
日
（
火
） 

・
全
校
読
者
会 

・
合
格
者
を
囲
む
会 

・
第
３
回
ク
リ
ー
ン
作
戦(

１
年) 

19
日
（
水
） 

・
短
縮
授
業(

45
分×

４)
 
 

・
個
人
写
真
撮
影 

・
学
力
検
査
合
格
者
発
表 

21
日
（
金
） 

・
大
掃
除
・
安
全
点
検 

・
終
業
式 

・
合
格
者
説
明
会
pm 

 

 

1
月
29
日
（
水
）、
兵
庫
教
育

大
学
が
推
進
す
る
「
教
員
養
成

フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
大
学
事
業
」

に
お
い
て
、
教
員
養
成
の
改
革

及
び
高
度
化
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
覚
書
を
締
結

し
ま
し
た
。 

 
 

 

１
学
年
全
員
で
英
語
百
人

一
首
か
る
た
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
年
末
年
始
の

間
に
英
語
の
百
人
一
首
を
覚

え
、
本
校
ALT
が
そ
の
英
語
を

詠
み
、
そ
の
あ
と
教
員
が
日

本
語
を
詠
ん
で
、
日
本
語
の

下
の
句
の
札
を
と
る
と
い
う

毎
年
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。 そ

れ
ぞ
れ
自
分
の
好
き
な

札
や
近
い
札
を
頑
張
っ
て
取

り
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
中

に
は
英
語
の
上
の
句
を
覚
え

て
、
そ
れ
だ
け
で
札
を
取
っ
て

い
く
生
徒
も
か
な
り
い
ま
し

た
。 

 

 

１
月
22
日
（
水
）、
新
ALT
の
ピ

ア
ス
・
チ
ャ
ン
シ
ー
先
生
の
着

任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ご
専
門
は
数
学
・
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
で
す
。 

全
学
年
の
英
語
の
授
業
で
お

世
話
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！ 

 

 
 

 

 

令
和
５
年
度 

普
通
科 

 

探
究
Ⅰ
・
Ⅱ
発
表
会 

 

「
教
員
養
成
フ
ラ
ッ
グ

シ
ッ
プ
大
学
事
業
」
に 

関
す
る
覚
書
の
締
結 

第
二
学
年 

小
論
文
対
策
講
座 

 

３
月
行
事
予
定 

 

第
一
学
年 

 

百
engli
首
大
会 

新
ALT

着
任
式 


